




































































った青山  (2005)  は，統計を用いたモデルの
再構築，仮説立ては，統計的リテラシ－の
ねらい  (Gal  ＆  Garfield,  1997) を鑑みても有
意義であるとの知見を得ている。 

























三輪  (1983)  は，数学的モデリング過程を三
つのサイクルとして図式化し，そのサイクル
に作業，評価，一層の改良を含めている。池
田  (1999)  や西村  (2001)  のモデリングは四サ
イクルで示され，池田  (1999)  は，修正の繰り
返しに力点を置いている。川上  (2007)  は，数
学的表現の深化と生徒の問題理解の深化に
着目し，モデル枠組みを設定している。 
三輪  (1983)，池田  (1999)，西村  (2001)，川
上  (2007)らの見解を基に数学的モデリング
の整理を行い，本研究における数学的モデリ





































統計  (descriptive Statistics)  と，一部の得られ
たデ－タ  (標本)から調べたい全体  (母集団)
の傾向や性質，特性値を推定する推測統計
(Inferential Statistics)  とに大きく区分される
(二宮, 2004)。中学校１学年で扱うのは記述




























































































































































































ため  (Watson et al., 2000)，すべての授業で
古典統計的モデリングを行うのではない。
この研究では，テクノロジ－としてグラフ
電卓  (カシオ製：CFX-9850GB PLUS)  を使
用した。 
図 2 統計全般におけるモデリングの階層と  
段階，比較 
 
（～小学校 5 学年）      （小学校 6 学年）  
   



















1 直 観 的  













段階  モデリング過程  比  較  依  存  

















 数学の問題  
 
現実解釈 











































2 社の CD-R 製品の録音時間
（標本数 :各 20 枚）から互いに
比較・検討する学習 










註）グラフ電卓の STAT 機能は主に，第 10 時～14 時で使用する。  




 表 2 審判員の国名  
３．教授実験について 
a3.1.教授実験の方法 
教授実験は，平成 22 年 2 月 22 日から 3
月 5 日にかけて，長野県公立 H 中学校 1 学

















































23，H 国 19 と記して，
C 国が金メダルである

























図 5  Arisa の追究② 
 
信州オリンピック 2010 の団体決勝は，C 国 vs H 国の組
み合わせになりました。この競技は，A 国から G 国までの
７カ国の審判の採点により勝敗が決まります。各国の審判
員の採点は右表のようになりました。果たして，金メダル
は C 国と H 国のどちらのチ－ムになったのでしょう。  
  【各国審判員の採点表】  
審
判  C 国  H 国  
①  9.0 9.2 
②  9.3 9.2 
③  9.7 8.8 
④  9.2 9.1 
⑤  8.9 9.1 
⑥  9.0 9.3 
⑦  9.2 9.2 
 
 



























図 4 Arisa の追究① 
– 54 –
 図 8 Arisa の 70.0 分を基準とした考え  




























  Arisa は，図 6・7 に示す自分で描いた
二 つ の 柱 状
グ ラ フ の 全
体 的 な 概 観
から，階級幅
2 のグラフの
方 が 適 し て
い る と 判 断
した。その理
由は，一人ひ
と り の 記 録
が 見 や す い
からである。ここでは散らばりへの着目は
見られず直観的比較であった。 























 Arisa は 70.0 分を基準とし，各々の製品







図 8 に示すものは Arisa による偏差（分
散度）の考えを適用した素朴な古典統計的
モデリングである。次に，グラフ電卓の操
作方法が理解できた Arisa は，List1 に A
社製品のデ－タを，List2 に B 社製品のデ
－タを入力した。Arisa はヒストグラムの
設定画面で  (開始値 66，階級幅 1.14)  と自
 
１年 A 組の縄跳びの跳躍デ－タ 階級別度数分布表 
 
図 6  Arisa の柱状グラフ(階級幅 5) 
図 7  Arisa の柱状グラフ(階級幅 2) 
 
パシュ－ム娘たちは，自分たちの音楽を  
録音するために CD-R（70 分録音用）を購  
入しようと考えている。しかし，実際には  
正確に 70 分録音できるというわけではなく，商品によ
ってまちまちである。そこで，A 社製 CD-R と B 社製  
CD-R をそれぞれ 20 枚ずつ購入し，実際の録音時間を調
べた結果が下の表である。  


































































































図 9 Arisa の CD-R 問題に対する考察  
Arisa のクラスの心拍数デ－タ（回 /分）  
66 76 77 64 63 69 81 
67 45 71 53 69 79 72 
63 71 73 40 71 74 72 
64 64  62 69 82 67 
   70 62 58 70 
 
・記載順はランダ  






し く は 普 段 運
動 を あ ま り し
ていない生徒  
図 10 Arisa の仮設 
 
a 代 表 値 
a－統計結果－  
運動部  文化部  
資料数   23 8 
最小値      45 40 
最大値      82 81 
          
範 囲 
37 41 
平均値   66.7 68.9 
中央値     67 72.5 
最頻値     64，69，71 






図 12 全体追究時における授業プロトコルの一部  




































































































































ストグラム  ③  
柱の数の多さ  
友との相互作用 









































































































②  グ ラ フ 電 卓
を利用して，




 仮設を基に，ヒ  
ストグラムに表
わして考察する  
 階級幅 10，5，2，  
1 のヒストグラム  






































て予想立て A 社，B 社どち  






















 Ａ社製品の方が  
多く録音できる  
 Ａ社   1.2 分  
Ｂ社  -9.7 分  
グラフ電卓の必要性を感じない  第 11 時の内容変更  
（教師の意図）  
 ヒストグラム A 社，B 社どち  

































級幅 1.5 のヒス 
トグラムを選択  








 学習 区分 
2 
1 
直 観 的 比 較  
素朴な 









































































































 仮設を基に，平  
均値を算出して  
考察する  
 運動系平均値 66 回 























 学習 区分 
2 
1 
直 観 的 比 較  
素朴な 
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